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地質調査所月報、（第13巻第1号）

古生層は北東一南西の走向で50～70。東に傾斜する単

斜構造を示している。

角閃斑礪岩ないし角閃岩は弱い片理をもち，線構造も

認められる。片連の方向は，北北西一南南東で東あるい　．

は西に急傾斜するものが多い。一

角閃黒雲母花嵩岩は小規模な岩株で，・周辺の古生層に

熱変成作用を及ぽしており・また角閃石斑礪岩中に岩枝

を派出している。

石英斑岩・石英安山岩・玲岩などの岩脈は数が多い。

角閃黒雲母花闘岩の逆入の後の活動と考えられる・石英

安山岩の岩脈の分布とその方向性は鉱脈のそれと密接に

関連している。おもな鉱床は，大倉断層に沿うものと1

その北西方に平行して発達する裂か中に発達するもので・

ある1このほか大倉断層の南東方にも2，3認めうる。

今回調査を行なっ牟ものはすべて大倉断層より北西方

のものであった。これらは大倉・御神楽・あらやま・日

向および又五郎の鉱床群に分けられる。このうち前2者

が比較的大規模である。

　鉱床は，主として角閃斑禰岩ないし角閃岩中に胚胎

し，あらやま鉱床鮮のものは古生層中に存在している。

花嵩岩中では鉱床の発達はきわめて悪い・

　鉱石鉱物は方鉛鉱・閃亜鉛鉱・黄銅鉱・磁硫鉄鉱・硫

放射能強度一覧表

放射能強度

砒鉄鉱・黄鉄鉱などが認められる。御神楽鉱床群では磁

硫鉄鉱がもっとも普遍的である。大倉鉱床群では，黄銅

鉱・方鉛鉱・閃亜鉛鉱などがかなり認めうる。

脈石は一般に少なく，母岩め変質作用も著しいものは

ない。

。　鑓名または岩石名

43～57cpm　　　（9．5μr／h）

52　　　　　　　　　（17μr／h）

　　　　（31～36μr／h）

　　　　　（15μr／h）

　　　　（17’》19μr／h）

5．放射能強度分布

片状角閃斑編岩

細粒閃緑岩，
ア　プ　ラ　イ　ト

石　英　斑　岩

古生層粘板岩

御

神

楽

鉱

床

東1号鑓
一東2号鍾
東3号鑓
西’1号鍾
西2号鑓（？）

西4号鍾

又五郎鉱床1号脈

あらやま鉱床本鑓

F大

倉

鉱

床

大倉本鑓
新1号鑓
鳳　　　鑓

銅一沢　鑓

銅沢本鑓

38ん52cpm

　29cpm
　72cpm　　　（13μr／h）

30～54cpm

本地域の放射能強度は一般に弱い。自然計数は44～

58cpm（7～17μr／h）であり，これに対して鉱脈およ

び斑礪岩類はいずれも自然計数に等しいか，あるいはこ

れより低い値を示した（表参照）。

石英斑岩・花嵩岩などは30μr／h前後の値を示し，古’

生層粘板岩は17～19μr／hであった。

　これらの測定値はレ・ずれも岩質と放射能強度の関係に

ついてすでに知られている｝般的傾向とよく一致してい

る。すなわち，火成岩では，より酸性なものほど放射能

強度が高いこと，粘土質岩が比較的高い測定値を示すこ

と，鉱脈は，特殊なもの一例えば高熱水ないし気成鉱脈

で絹雲母などを多量に伴なう特徴的変質を示すもり一の

ほかは，一般に自然係数より低い値を示すことなど・の

従来の経験的知識とよく一致した傾向を示した。

　したがって，本鉱床のような場合には・放射能異常は

全く期待することはできないと考えられる。

（9μr／h）

（7μr／h）

33cpm

付記
本地域の地質鉱床につい七は，まだほとんど研究が行

なわれておらず，また地形的に調査が極度に困難なの

で，鉱山の開発をまたなければ地質を明らかにしがたい

と考えられる。現在唯一の文献を次にあげる。本稿はこ

れに．よるところが大きい。

佐々木伝一：新潟県南越鉱山の地質と鉱床，鉱山地質，・

　　　　V・L11，N・・45～46，P・78～83・1961

　　　　　　　　　　（昭和34年8月調査）
（工2μr／h）

（5μr／h）

（2．5μr／h）

（4μr／h）

（11μr／h）　・

（8～9μr／h）

付．本文の図および表は都合により省略致しました。
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